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病害虫名 農薬名 区分 使用濃度 収穫前日数 使用回数 備考

スタークル粒剤 1g/株 定植時 1回 植穴土壌混和

ベストガード粒剤 1～2g/株 定植時 1回 植穴処理土壌混和

ネキリムシ類 ダイアジノン粒剤５ 400～600g/a
播種時又は

定植時
2回

全面土壌混和又は
作条土壌混和

斑点細菌病 カッパーシン水和剤 1000倍 前日 5回 予防+治療剤

スタークル顆粒水溶剤 3000倍 前日 2回

アーデント水和剤 1000倍 前日 2回

ウララＤＦ 2000～4000倍 前日 2回

モスピラン顆粒水溶剤 劇 4000倍 前日 2回

アグリメック 劇 500～1000倍 前日 3回

スタークル顆粒水溶剤 2000倍 前日 2回

オオタバコガ アファーム乳剤 2000倍 前日 2回

非結球レタス(ﾘｰﾌﾚﾀｽ)　(キク科)

病害虫名 農薬名 区分 使用濃度 収穫前日数 使用回数 備考

トップジンＭ水和剤 1500～2000倍 21日 2回 治療剤

ﾌｧﾝﾀｼﾞｽﾀ顆粒水和剤 2000～3000倍 14日 3回 治療剤

腐敗病・軟腐病・
すそ枯病

バリダシン液剤５ 800倍 3日 3回 治療剤

ハスモンヨトウ・
ナモグリバエ

アファーム乳剤 1000～2000倍 3日 3回

ハスモンヨトウ・
ハモグリバエ類

プレバソンフロアブル５ 2000倍 前日 3回

「農薬の使用は、使用基準を確認し、周りの他作物に農薬が飛散しないようにすること」

劇

土 壌 施 用

アブラムシ類

薬 剤 散 布

土壌表面散布土壌混和
処理

アザミウマ類

29

アブラムシ類

土 壌 施 用

ネキリムシ類 カルホス微粒剤Ｆ 600g/a
播種時又は

植付時
2回

菌核病

薬 剤 散 布


